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研究成果： 
 葛飾北斎と歌川広重の富士山に関する浮世絵作品を用い、富士山が黄金比に関係する位
置に描かれていること、鑑賞者の作品に対する選好についての書面でのアンケート結果の
統計的解析の間の関係を分析した。分析の結果、北斎の作品の 88％、広重の作品の 91%が、
鑑賞者から「美しい」という評価を得たが、これには、富士山が黄金比に関係する位置に描
かれていることとの相関はなかった。一方、北斎の作品の 63%、広重の作品の 88%が鑑賞
者に富士山を印象づけたが、これには黄金比との弱い正の相関があることが明らかになっ
た。これらの結果により、黄金比は、「美しい」という評価を上げるとはいえないが、モチ
ーフを印象づけることに寄与する可能性があることが示唆された。 
 
 


